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表紙の作品
令和元年度国土緑化運動ポスター原画コンクール、中学校の部において、
千葉県知事賞を受賞した、  3学年 古川かりんさんの作品です。

公益社団法人 千葉県緑化推進委員会

・ 緑の募金運動
・ 緑化広報誌グリーンえっせんすの発行
・ 緑の教室、自然に親しむ活動の開催
・ 樹木名ラベル取付運動
・ 緑化運動ポスター原画コンクール　など

・ わたしの街みどりづくり事業
　(緑の募金による市町村緑化事業)

・ 公共施設等の環境緑化事業
・ 市民苗木配布会の開催
・ 千葉県さくらの会の業務　など

・ みどりの少年団の育成
・ みどりのサポーターの育成
・ 森林整備ボランティアの活動支援
・ 林業労働力確保支援センターの業務　など

を広める

の担い手育成

をふやす

〒299-0265　袖ケ浦市長浦拓2号 580-148

http://www.c-green.or.jp

Tel 0438-60-1521 Fax 0438-60-1522

緑
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・ 治山・林道など公共事業の要望活動
・ 森林・林業技術講習会の開催
・ 治山・林道工事コンクールの実施
・ 案内板等設置や参考図書等の配布による
  普及啓発　など

の基盤整備緑

千葉県緑化推進委員会では主に次の事業を行っています
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委員会理事長賞

◇植物の成長をほほえましく描いています。色使いがと
ても巧みで、葉っぱや洋服や背景を表現力豊かに描いて
います。多彩でありながら、統一感ある明るく優しい雰
囲気は里歩さんにしか描けない素晴らしい世界観です。

３学年　田中　里歩

◇大胆な構図でぱっと目を引く作品です。大きなセミが深い
青で表現され、スクラッチで描かれた羽の透明感は見事で
す。セミを見上げる子どもたちの表情も豊かで、色の重なり
がいっそう画面に奥行きと深まりを感じさせてくれます。

３学年　永井　文人

◇カマキリにカブトムシ、ヒナにエサを与える親鳥、よく観
察して細かいところまできちんと表現されています。きっと
虫や生き物たちが大好きなのでしょうね。スタンピングで描
いた葉もユニーク。明るさとパワーが伝わってきます。

２学年　福島　咲希

◇虫とり網を持ってお友だと虫とりをしているのですね。
二人ともとても楽しそう。「あっ、見つけた」という嬉しそ
うな声が聞こえてきます。クレヨンを上手に使って細かい
線まできちんと描けています。躍動感のある作品です。

１学年　小林　真奈

は じ め に
　このコンクールは、公益社団法人 国土緑化推進機構が行う「国土緑化運動・育樹運動ポスター原画募集」に呼応した千葉県内のコンクールで、県民
の皆様から寄せられた「緑の（羽根）募金」を活用し、千葉県緑化推進委員会が実施しているものです。
　令和元年度は、県内348の小学校から5,749点、100の中学校から1,827点、合計7,576点の御応募をいただきました。
　この作品集は、数多くの応募の中から入賞された作品を大勢の方にご覧いただき、みどりづくりへの理解の輪が一層広がることを願い、作成したものです。

　ちょうど夏休みも終わり、このコンクールに応募作品が集まってくる頃、度重なる台風や豪雨が千葉県を襲い、甚大な災害をもたらしました。まず
は、県内各地において被災された皆さまに心からお見舞いを申し上げます。
　想定をはるかに超える大型台風の頻発など、地球温暖化をはじめとする気候変動が原因にあると考えられていますが、その深刻さを身をもって知
らされることとなりました。
　公園などの身近な木々も山々の森林の木々も、これまでに経験したことのないような強烈な風雨に耐えきれず、倒れたり幹の途中から折れ
てしまったり、枝が吹き飛ばされたりと大変な被害を受けました。
　でも、森林は再生することができます。自然の森林の中で大きな木が倒れたところには、次に大きくなろうとする木々がたくさんあるはずです。幹
や枝が折れた木々は、この春、新しい葉や枝を伸ばそうと動き出し、回りの木々も光を求めて枝葉を伸ばしてきます。公園等の木々やスギやヒノ
キなどの人工林で、倒木等大きな被害を受けてしまったところは、人の手で再生する必要がありますが、国、県、市町村そして地域の方々みん
なが協力しあって復旧への取組みが進められていくでしょう。私たち、千葉県緑化推進委員会も、微力ながらみどりの復旧・再生や担い手の
育成などに努めていきます。
　大きな被害を受けたとはいえ、森林に代表されるみどりには、二酸化炭素を固定することから地球温暖化防止に大きく貢献するほか、水を蓄え
たり、しっかり根を張って土砂崩れ等災害を防止するなど、いつでもどこでも私たちが快適に暮らすことのできる環境をつくり、守るはたらきを
してくれています。今後も、こうしたはたらき、森林の持つ多面的機能に、日本はもちろん世界中の人々がますます注目していくことでしょう。
　皆さんが描いてくれた絵からは、みどりを愛する皆さんの暖かな心、そして、みどりの持つ強い力、私たちを守り、野生生物を守り、地球
をも守る力を感じます。この作品集を見れば、元気がもらえます。被災した森林、みどりの復旧･再生には少し時間がか
かるかも知れませんが、みどり豊かな郷土の再生を目指してみんなで頑張っていきましょう。

　結びになりますが、コンクールの御後援をいただいた千葉県、千葉県教育委員会、（株）千葉日報社、特別な御協賛をい
ただいた千葉信用金庫の皆様をはじめ、御指導、御協力をいただいた各市町村、各市町村教育委員会、学校関係者並び
に保護者の皆様に深く感謝を申し上げますとともに、このコンクールに参加された皆さんの可能性に大いに期待をし、
益々の御健勝を心からお祈り申し上げます。

昭和45年から続く本コンクールは、今年で50回目を迎えました。
県内でも有数の規模と歴史を誇るポスターコンクールとなり、子ども
たちにとって作品を制作することを通し、自然の素晴らしさを再確認
する絶好の機会となっています。児童数の減少に伴い、応募総数も
年々減少傾向にあり、本年度も前年より800点ほどの減となりまし
た。応募期間中に台風等の災害が発生した影響も考えられますが、
来年はよりたくさんの応募を期待してやみません。
みどり豊かな自然と自分たちが住んでいる地球への夢や希望、そし
てみどりと人間、動物たちとの触れ合いや関わり合い、森林の保護や
街・学校のみどりづくり等々、昨年同様、絵を描くことを通してみど
りと自然との大切さを表現していこう、というテーマを掲げておりま
す。これらの内容を理解し、成長に見合った斬新なアイディアをベー
スに、細部にまでこだわった構成力と豊かで繊細な色使いで仕上げ
た作品は、毎年のことながら見る者の心を深く揺さぶります。本年も
例年以上の力作揃いとなり、審査する側を悩ませました。
小学校低学年では、お友だちや生き物たちと楽しそうにおしゃべり
する声が画面全体から聞こえてくるような作品であること、高学年で
は、自然との関わり合いの中で未来への希望が感じられること、中学
生は自然への思いがメッセージ性を放ちストーリーがあること、技術
面でも工夫が施され優れていること、などを評価しました。しかしな
がら最も大切なことは、年齢に見合った目線で自由に楽しく描けてい
ることだと思います。
自然の猛威をいやというほど見せつけられた今年。子どもたちの目
にはどのように映り、それが今後どのように作品に反映されるのか是
非見てみたいと思います。

低学年よりも、写実的な表現が目立ちます。自分と自然や環境との
関わり合いがより客観視できるようになり、幅広い視点から作品を描
けるようになってきているのもこの学年の特徴でしょう。独特の世界
観を持ち、個性的で印象に残る作品がたくさんありました。
4、5年生は日常生活で体験したことをストレートに表しています。

自分の興味のある昆虫や草花を細部まで描き込んだり、デフォルメし
たり擬人化したりと、デザインや構成に力を注いでいるのがわかりま
す。6年生はわくわくするようなユニークな作品が多くありました。自
然に対する熱い思いと画力との微妙なズレも小学生らしく、微笑まし
く感じます。中学生になってからの作品も楽しみです。

自分自身が森の中で繰り広げられる物語の主人公になっているよ
うです。花やチョウ、クワガタにカメ、キリンにゾウまでみんな仲

●総評

●小学校・低学年の部／評

●小学校・高学年の部／評

自然と人間とのベストなパートナー関係や、緑を守るためにはどうす
べきなのかを様々な切り口で描いています。大胆な発想と隅々まできっ
ちりと計算された緻密な構成力には、ただただ感服させられました。
自然保護などの身近なテーマから地球規模の環境問題まで、子どもと

大人の真ん中を生きる中学生ならではの鋭い視点で描かれた作品は、強
いメッセージ性を放っています。写実力も優れた作品が多くありました
が、どこかに中学生としての顔が見え隠れする作品を評価しています。
今後も今の感性を忘れずに大人への一歩を進めて欲しいと願います。

●中学校の部／評

良し。はじける笑顔の女の子や男の子たちと一緒に遊んでいます。
人間も小さな生き物たちも同じ地球で共に生きる仲間。画面の隅々
まで小さな命へのやさしい視線を感じます。
１、２年はクレヨンを効果的に使ったり、勢いのある元気で伸び伸

びとした作品が見受けられました。絵の具を使い始める３年生は基礎
力を身に付け、そのうえで自分の表現をしている作品が目立ちました。
低学年は大人の力を借りることなく、子供の視点で自由でのびやか

に描いているとより光った作品になると感じます。

小学校　低学年の部
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千葉県緑化推進委員会 理事長
公益社団法人
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委員会理事長賞

◇植物の成長をほほえましく描いています。色使いがと
ても巧みで、葉っぱや洋服や背景を表現力豊かに描いて
います。多彩でありながら、統一感ある明るく優しい雰
囲気は里歩さんにしか描けない素晴らしい世界観です。

３学年　田中　里歩

◇大胆な構図でぱっと目を引く作品です。大きなセミが深い
青で表現され、スクラッチで描かれた羽の透明感は見事で
す。セミを見上げる子どもたちの表情も豊かで、色の重なり
がいっそう画面に奥行きと深まりを感じさせてくれます。

３学年　永井　文人

◇カマキリにカブトムシ、ヒナにエサを与える親鳥、よく観
察して細かいところまできちんと表現されています。きっと
虫や生き物たちが大好きなのでしょうね。スタンピングで描
いた葉もユニーク。明るさとパワーが伝わってきます。

２学年　福島　咲希

◇虫とり網を持ってお友だと虫とりをしているのですね。
二人ともとても楽しそう。「あっ、見つけた」という嬉しそ
うな声が聞こえてきます。クレヨンを上手に使って細かい
線まできちんと描けています。躍動感のある作品です。

１学年　小林　真奈

は じ め に
　このコンクールは、公益社団法人 国土緑化推進機構が行う「国土緑化運動・育樹運動ポスター原画募集」に呼応した千葉県内のコンクールで、県民
の皆様から寄せられた「緑の（羽根）募金」を活用し、千葉県緑化推進委員会が実施しているものです。
　令和元年度は、県内348の小学校から5,749点、100の中学校から1,827点、合計7,576点の御応募をいただきました。
　この作品集は、数多くの応募の中から入賞された作品を大勢の方にご覧いただき、みどりづくりへの理解の輪が一層広がることを願い、作成したものです。

　ちょうど夏休みも終わり、このコンクールに応募作品が集まってくる頃、度重なる台風や豪雨が千葉県を襲い、甚大な災害をもたらしました。まず
は、県内各地において被災された皆さまに心からお見舞いを申し上げます。
　想定をはるかに超える大型台風の頻発など、地球温暖化をはじめとする気候変動が原因にあると考えられていますが、その深刻さを身をもって知
らされることとなりました。
　公園などの身近な木々も山々の森林の木々も、これまでに経験したことのないような強烈な風雨に耐えきれず、倒れたり幹の途中から折れ
てしまったり、枝が吹き飛ばされたりと大変な被害を受けました。
　でも、森林は再生することができます。自然の森林の中で大きな木が倒れたところには、次に大きくなろうとする木々がたくさんあるはずです。幹
や枝が折れた木々は、この春、新しい葉や枝を伸ばそうと動き出し、回りの木々も光を求めて枝葉を伸ばしてきます。公園等の木々やスギやヒノ
キなどの人工林で、倒木等大きな被害を受けてしまったところは、人の手で再生する必要がありますが、国、県、市町村そして地域の方々みん
なが協力しあって復旧への取組みが進められていくでしょう。私たち、千葉県緑化推進委員会も、微力ながらみどりの復旧・再生や担い手の
育成などに努めていきます。
　大きな被害を受けたとはいえ、森林に代表されるみどりには、二酸化炭素を固定することから地球温暖化防止に大きく貢献するほか、水を蓄え
たり、しっかり根を張って土砂崩れ等災害を防止するなど、いつでもどこでも私たちが快適に暮らすことのできる環境をつくり、守るはたらきを
してくれています。今後も、こうしたはたらき、森林の持つ多面的機能に、日本はもちろん世界中の人々がますます注目していくことでしょう。
　皆さんが描いてくれた絵からは、みどりを愛する皆さんの暖かな心、そして、みどりの持つ強い力、私たちを守り、野生生物を守り、地球
をも守る力を感じます。この作品集を見れば、元気がもらえます。被災した森林、みどりの復旧･再生には少し時間がか
かるかも知れませんが、みどり豊かな郷土の再生を目指してみんなで頑張っていきましょう。

　結びになりますが、コンクールの御後援をいただいた千葉県、千葉県教育委員会、（株）千葉日報社、特別な御協賛をい
ただいた千葉信用金庫の皆様をはじめ、御指導、御協力をいただいた各市町村、各市町村教育委員会、学校関係者並び
に保護者の皆様に深く感謝を申し上げますとともに、このコンクールに参加された皆さんの可能性に大いに期待をし、
益々の御健勝を心からお祈り申し上げます。

昭和45年から続く本コンクールは、今年で50回目を迎えました。
県内でも有数の規模と歴史を誇るポスターコンクールとなり、子ども
たちにとって作品を制作することを通し、自然の素晴らしさを再確認
する絶好の機会となっています。児童数の減少に伴い、応募総数も
年々減少傾向にあり、本年度も前年より800点ほどの減となりまし
た。応募期間中に台風等の災害が発生した影響も考えられますが、
来年はよりたくさんの応募を期待してやみません。
みどり豊かな自然と自分たちが住んでいる地球への夢や希望、そし
てみどりと人間、動物たちとの触れ合いや関わり合い、森林の保護や
街・学校のみどりづくり等々、昨年同様、絵を描くことを通してみど
りと自然との大切さを表現していこう、というテーマを掲げておりま
す。これらの内容を理解し、成長に見合った斬新なアイディアをベー
スに、細部にまでこだわった構成力と豊かで繊細な色使いで仕上げ
た作品は、毎年のことながら見る者の心を深く揺さぶります。本年も
例年以上の力作揃いとなり、審査する側を悩ませました。
小学校低学年では、お友だちや生き物たちと楽しそうにおしゃべり
する声が画面全体から聞こえてくるような作品であること、高学年で
は、自然との関わり合いの中で未来への希望が感じられること、中学
生は自然への思いがメッセージ性を放ちストーリーがあること、技術
面でも工夫が施され優れていること、などを評価しました。しかしな
がら最も大切なことは、年齢に見合った目線で自由に楽しく描けてい
ることだと思います。
自然の猛威をいやというほど見せつけられた今年。子どもたちの目
にはどのように映り、それが今後どのように作品に反映されるのか是
非見てみたいと思います。

低学年よりも、写実的な表現が目立ちます。自分と自然や環境との
関わり合いがより客観視できるようになり、幅広い視点から作品を描
けるようになってきているのもこの学年の特徴でしょう。独特の世界
観を持ち、個性的で印象に残る作品がたくさんありました。
4、5年生は日常生活で体験したことをストレートに表しています。

自分の興味のある昆虫や草花を細部まで描き込んだり、デフォルメし
たり擬人化したりと、デザインや構成に力を注いでいるのがわかりま
す。6年生はわくわくするようなユニークな作品が多くありました。自
然に対する熱い思いと画力との微妙なズレも小学生らしく、微笑まし
く感じます。中学生になってからの作品も楽しみです。

自分自身が森の中で繰り広げられる物語の主人公になっているよ
うです。花やチョウ、クワガタにカメ、キリンにゾウまでみんな仲

●総評

●小学校・低学年の部／評

●小学校・高学年の部／評

自然と人間とのベストなパートナー関係や、緑を守るためにはどうす
べきなのかを様々な切り口で描いています。大胆な発想と隅々まできっ
ちりと計算された緻密な構成力には、ただただ感服させられました。
自然保護などの身近なテーマから地球規模の環境問題まで、子どもと

大人の真ん中を生きる中学生ならではの鋭い視点で描かれた作品は、強
いメッセージ性を放っています。写実力も優れた作品が多くありました
が、どこかに中学生としての顔が見え隠れする作品を評価しています。
今後も今の感性を忘れずに大人への一歩を進めて欲しいと願います。

●中学校の部／評

良し。はじける笑顔の女の子や男の子たちと一緒に遊んでいます。
人間も小さな生き物たちも同じ地球で共に生きる仲間。画面の隅々
まで小さな命へのやさしい視線を感じます。
１、２年はクレヨンを効果的に使ったり、勢いのある元気で伸び伸

びとした作品が見受けられました。絵の具を使い始める３年生は基礎
力を身に付け、そのうえで自分の表現をしている作品が目立ちました。
低学年は大人の力を借りることなく、子供の視点で自由でのびやか

に描いているとより光った作品になると感じます。

小学校　低学年の部

特
別
賞

特
別
賞

令和元年12月

審査員一同

審 査 を 終 え て

1

千葉県緑化推進委員会 理事長
公益社団法人

森  英 介



委員会理事長賞 委員会理事長賞

◇力強い生命力に溢れた作品です。一生懸命、大切に植え
た1本の苗木の前では、ほとばしる汗さえもすがすがしく感
じます。絵の具を重ねて塗ることで画面全体に立体感がで
ています。シンプルな中にも高い技術力を感じる作品です。

３学年　古川　かりん

◇突き抜けるような開放感のある絵です。画面の中をさわや
かな風が通り抜けていくようです。太陽を中心にまるく地平
線が広がる様子は魚眼レンズで覗いているよう。色使いも
見事で作者のやさしい気持ちが随所に現れています。

２学年　中川原　木花

◇何て素敵なレインシューズなのでしょう。ビビッドな色が
雨上がりの小道によく似合います。足元のしずくには街並み
が映り込み小さな虹も見えます。苗木と小さな生き物たちに
も優しい視線が注がれ確かな生命の息吹を感じます。

２学年　秋谷　壬結

◇紫とピンクで表現された夜空は、幻想的で不思議な雰囲
気に包まれています。手前の青を含んだ葉が奥に行くにつ
れて黒みを帯びていくことで奥行きを感じます。中央の滝
とリスも印象的で静寂さの中に動きと命の営みを感じます。

１学年　中島　悠貴

◇苗木を大事に抱え、幸せそうな表情を浮かべているの
は、正知さんでしょうか。動物たちも虫も魚も、みんなうっ
とりとした良いお顔をしています。色鉛筆と絵の具の使い分
けも見事で自然との共存を感じます。

５学年　小林　正知

◇緑を増やし、豊かな自然を広め、そこに集まるたくさんの
動植物や魚、虫、鳥などの様子がとても丁寧に描かれてい
ます。壮大な物語を見ているような作品で、技術力の高さが
光っています。

５学年 溝部　優花

◇昴春さんは森で遊ぶことが大好きなのでしょうね。大きく
口を開けて笑顔で手を振る様子が生き生きと描かれていま
す。周りの様子もきちんと表現できていて、特にロープの描
き方にセンスの良さを感じます。

４学年　德政　昴春

◇家族と一緒に旅行に出かけたのかな。自然と触れ合った
解放感が表情に表れています。ちゃっかりとシカも入り込
んでいるのですね。屋久島の森の広がりと木陰の涼しさが
伝わってきます。大切な思い出の1ページなのでしょう。

６学年　山室　花

特
別
賞

特
別
賞

特
別
賞

特
別
賞
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小学校　高学年の部 中学校の部



委員会理事長賞 委員会理事長賞

◇力強い生命力に溢れた作品です。一生懸命、大切に植え
た1本の苗木の前では、ほとばしる汗さえもすがすがしく感
じます。絵の具を重ねて塗ることで画面全体に立体感がで
ています。シンプルな中にも高い技術力を感じる作品です。

３学年　古川　かりん

◇突き抜けるような開放感のある絵です。画面の中をさわや
かな風が通り抜けていくようです。太陽を中心にまるく地平
線が広がる様子は魚眼レンズで覗いているよう。色使いも
見事で作者のやさしい気持ちが随所に現れています。

２学年　中川原　木花

◇何て素敵なレインシューズなのでしょう。ビビッドな色が
雨上がりの小道によく似合います。足元のしずくには街並み
が映り込み小さな虹も見えます。苗木と小さな生き物たちに
も優しい視線が注がれ確かな生命の息吹を感じます。

２学年　秋谷　壬結

◇紫とピンクで表現された夜空は、幻想的で不思議な雰囲
気に包まれています。手前の青を含んだ葉が奥に行くにつ
れて黒みを帯びていくことで奥行きを感じます。中央の滝
とリスも印象的で静寂さの中に動きと命の営みを感じます。

１学年　中島　悠貴

◇苗木を大事に抱え、幸せそうな表情を浮かべているの
は、正知さんでしょうか。動物たちも虫も魚も、みんなうっ
とりとした良いお顔をしています。色鉛筆と絵の具の使い分
けも見事で自然との共存を感じます。

５学年　小林　正知

◇緑を増やし、豊かな自然を広め、そこに集まるたくさんの
動植物や魚、虫、鳥などの様子がとても丁寧に描かれてい
ます。壮大な物語を見ているような作品で、技術力の高さが
光っています。

５学年 溝部　優花

◇昴春さんは森で遊ぶことが大好きなのでしょうね。大きく
口を開けて笑顔で手を振る様子が生き生きと描かれていま
す。周りの様子もきちんと表現できていて、特にロープの描
き方にセンスの良さを感じます。

４学年　德政　昴春

◇家族と一緒に旅行に出かけたのかな。自然と触れ合った
解放感が表情に表れています。ちゃっかりとシカも入り込
んでいるのですね。屋久島の森の広がりと木陰の涼しさが
伝わってきます。大切な思い出の1ページなのでしょう。

６学年　山室　花

特
別
賞

特
別
賞

特
別
賞

特
別
賞
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小学校　高学年の部 中学校の部



４学年　杉山　未来 ４学年　吉田　翔馬 ４学年　大野　綺子

５学年　松本　紗季 ５学年　石川　綾乃 ６学年　松村　咲亜

６学年　戸村　椛音 ６学年　西田　早織

１学年　石津谷　杏子 １学年　小松﨑　仁弥 １学年　太田　琉稀

２学年　清峰　愛 ２学年　根本　杏南 ２学年　吉井　香絵

３学年　丸山　こころ ３学年　金坂　颯流
54

小学校　低学年の部 小 学校高学年の部小学校　高学年の部

特
　
選

特
　
選

特
　
選

特
　
選



４学年　杉山　未来 ４学年　吉田　翔馬 ４学年　大野　綺子

５学年　松本　紗季 ５学年　石川　綾乃 ６学年　松村　咲亜

６学年　戸村　椛音 ６学年　西田　早織

１学年　石津谷　杏子 １学年　小松﨑　仁弥 １学年　太田　琉稀

２学年　清峰　愛 ２学年　根本　杏南 ２学年　吉井　香絵

３学年　丸山　こころ ３学年　金坂　颯流
54

小学校　低学年の部 小 学校高学年の部小学校　高学年の部

特
　
選

特
　
選

特
　
選

特
　
選



入
　
選

入
　
選

１学年　秋葉　大蔵 １学年　宮川　彩芽 １学年　德元　秀真１学年　崎廣　結菜 １学年　岩間　梨紗 １学年　野澤　朱莉

１学年　佐藤　真桜 ２学年　德政　光琉 ２学年　安藤　和真２学年　鎗水　あやね ２学年　清藤　千紘 ３学年　原　なつみ

２学年　本宮　柑奈 ２学年　鈴木　優志３学年　木村　蒼依 ３学年　前田　莉奈 ３学年　阿部　美詩
76

中学校の部 小学校　低学年の部

特
　
選

特
　
選



入
　
選

入
　
選

１学年　秋葉　大蔵 １学年　宮川　彩芽 １学年　德元　秀真１学年　崎廣　結菜 １学年　岩間　梨紗 １学年　野澤　朱莉

１学年　佐藤　真桜 ２学年　德政　光琉 ２学年　安藤　和真２学年　鎗水　あやね ２学年　清藤　千紘 ３学年　原　なつみ

２学年　本宮　柑奈 ２学年　鈴木　優志３学年　木村　蒼依 ３学年　前田　莉奈 ３学年　阿部　美詩
76

中学校の部 小学校　低学年の部

特
　
選

特
　
選



１学年　髙須　智紗子 １学年　今西　紗世４学年　佐々木　織衣 ５学年　梶川　美月 ５学年　小名　開

４学年　井上　紗代 ４学年　宮本　璃子

３学年　鵜澤　里彩 ３学年　三橋　璃奈羽 ３学年　山口　潤 ５学年　竹内　杏奈 ５学年　布留川　拓己 ６学年　加藤　千晴

６学年　福原　美央莉 ６学年　北村　煌周 ６学年　鵜澤　樹里

１学年　　瀬　文芽

４学年　石井　千尋
中学校の部

入
　
選

入
　
選

入
　
選

入
　
選

小学校　高学年の部

9８



１学年　髙須　智紗子 １学年　今西　紗世４学年　佐々木　織衣 ５学年　梶川　美月 ５学年　小名　開

４学年　井上　紗代 ４学年　宮本　璃子

３学年　鵜澤　里彩 ３学年　三橋　璃奈羽 ３学年　山口　潤 ５学年　竹内　杏奈 ５学年　布留川　拓己 ６学年　加藤　千晴

６学年　福原　美央莉 ６学年　北村　煌周 ６学年　鵜澤　樹里

１学年　　瀬　文芽

４学年　石井　千尋
中学校の部

入
　
選

入
　
選

入
　
選

入
　
選

小学校　高学年の部

9８



入
　
選

入
　
選

３学年　加藤　明香里

３学年　髙須　実喜子

５学年　古川　順盛

１学年　鳥海　幸男

２学年　南野　美沙

２学年　佐藤　愛有

２学年　高橋　美咲

３学年　羽鳥　遥香

２学年　増田　希実

３学年　山田　夏実

３学年　石原　柊斗３学年　神永　真悠子

中学校の部

10 11

千葉信用金庫協賛賞

協
賛
賞

協
賛
賞

小学校　低学年の部 小学校　高学年の部



入
　
選

入
　
選

３学年　加藤　明香里

３学年　髙須　実喜子

５学年　古川　順盛

１学年　鳥海　幸男

２学年　南野　美沙

２学年　佐藤　愛有

２学年　高橋　美咲

３学年　羽鳥　遥香

２学年　増田　希実

３学年　山田　夏実

３学年　石原　柊斗３学年　神永　真悠子

中学校の部

10 11

千葉信用金庫協賛賞

協
賛
賞

協
賛
賞

小学校　低学年の部 小学校　高学年の部



石津谷杏子

小松﨑仁弥

太田　琉稀

清峰　　愛

根本　杏南

吉井　香絵

丸山こころ

金坂　颯流

1年

1年

1年

2年

2年

2年

3年

3年

秋葉　大蔵

宮川　彩芽

德元　秀真

佐藤　真桜

德政　光琉

安藤　和真

本宮　柑奈

鈴木　優志

阿部　美詩

鵜澤　里彩

三橋璃奈羽

山口　　潤

1年

1年

1年

1年

2年

2年

2年

2年

3年

3年

3年

3年

加藤明香里3年 古川　順盛5年 髙須実喜子3年

井上　紗代

宮本　璃子

石井　千尋

佐々木織衣

梶川　美月

小名　　開

竹内　杏奈

布留川拓己

加藤　千晴

福原美央莉

北村　煌周

鵜澤　樹里

4年

4年

4年

4年

5年

5年

5年

5年

6年

6年

6年

6年

瀬　文芽
髙須智紗子

今西　紗世

鳥海　幸男

佐藤　愛有

増田　希実

南野　美沙

高橋　美咲

山田　夏実

神永真悠子

羽鳥　遥香

石原　柊斗

1年

1年

1年

1年

2年

2年

2年

2年

3年

3年

3年

3年

田中　里歩

福島　咲希

永井　文人

小林　真奈

3年

2年

3年

1年

小林　正知

德政　昴春

溝部　優花

山室　　花

5年

4年

5年

6年

古川かりん

秋谷　壬結

中川原木花

中島　悠貴

3年

2年

2年

1年

杉山　未来

吉田　翔馬

大野　綺子

松本　紗季

石川　綾乃

松村　咲亜

戸村　椛音

西田　早織

4年

4年

4年

5年

5年

6年

6年

6年

崎廣　結菜

岩間　梨紗

野澤　朱莉

鎗水あやね

清藤　千紘

原　なつみ

木村　蒼依

前田　莉奈

1年

1年

1年

2年

2年

3年

3年

3年

榎本 真弓
池田理奈子
福元 結菜
小池 理乃
篠崎 惟
山口 新菜
小原 充結

市川 明莉
小出 彩花
須山 柚葵
澤口 彩芭
内藤 百香
藤井 一鷹
黒川 麗王
岡元 智美
小山内夏姫
古田 紗菜
小川 珠蘭

藤田 奈瑠
飯塚 美音
松川　叶
鵜澤 優希
荒薦 太陽
渡邉 奏太
平田 篤史
伊藤 玲空
山中 健
平川 祥花
加藤 美咲

村上 大志
飯田 美和
金子倫太朗
上地 航佑
江連 瑠花
豊崎慶士朗
三木 心媛
髙橋 唯珠
島野 珠希
藤長 優芽
田巻 陽詩

鈴木　茉帆
田中椋大郎
鈴木　元絆
海老原太陽
中村竜之介
柴﨑希乃花
岩名　桃子
篠塚　乃愛
松尾　春奈
玉澤　天祐
宮﨑　緒羽

石川 佳音
小田原咲奈
櫻井 奏心
松村 紅里
上松みなみ
吉池 駿助
小川 舞華

東海林このは
石川 遙乃
原田 七海
坂元 紀葵
矢部 颯祐
佐久間美奈
鳥山 愛珠

佐藤 心咲
近藤 実弘
武井 美翠
関口 宗佑
石山 嘉乃
隈田 蒼唯
加藤 煌

木下凛々花
鶴岡 和眞
稗田 琉那
室井 惇司
松林 一花
金子 禄人
伊藤 秀晃

植村 花
松田安由里
鈴木 萌生
逸見 ゆづ
寺谷 優杏
渡邊 心
加藤 鳴海

鈴木 七星
下川 晃
紀 深月
佐藤あかり
田口　麻那
坂巻　美海
安部　月陽

坂田　英理
茂木　彩歌
石嶋　快地
桑村ひとみ
原　安純
齋藤　優真
篠原　琉璃

佐川　瑞香
鈴木　麻心
安藤　花梨
西原　楓花
相蘇 渉
小池　芭奈
佐藤なぎさ

小関 優羽
本吉 瑠海
山中 琉聖
藤田 彩乃
齋藤 莉乃
小川 頼希
梶田 颯太
河野 颯太
鈴木 愛奈
澤 幸矢
山岸 玲那

末吉 永
有家　匠真
井守　琉唯
福原　杏莉
永島　結月
横山　友紀
荒川日向大
深 津 　 匠
明石梨央奈
石川 蒼
関　和可菜

石川　玲那
青柳　璃久
竹内　絢音
石塚　丈瑠
池田　愛結
鈴木　嵩大
水口　裕愛
小川　櫂人
大野　友子
岩野　史織
深瀬　琉太

内田 真乃
柿木はづき
岩田 美月
内山 僚
平山 伊織
玉井 七星
佐藤 夢香
木村 奏心
水野 新大
田中 仁人
伊藤 遥

吉原　花音
林 野風
太田 初乃
ディヌーン紫帆
川上　心瑚
荒井　祐乃
昆野　凜子
溝口　裕唯

中島　玄絵
尾野　咲寧
佐藤　悠光
伊藤　志隆
澤登　皇希
関 海人
宇田川真希
三宅　璃杏
清水　彩乃
山本　珠月
堀江　羽菜

田　侑大
麻生　悠太
山口　有海
城丸　望心
船見　海斗
石渡ひなた
磯野　晃希
黒須　颯太
宇野　友徠
中村　祐貴
太田　達大

加藤 楓
古田　千尋
鈴木 甫
秋山　惠紀
平野　光優
横江 凜

小松　謙太
山本　孔誠
伊藤菜々美
米谷　花凜
武井　香穏
宮里　琉聖
大久保花香
下峠和香名
井口 優
小林　雅仁
鈴木咲弥花

平石　愛枝
宮本　柚季
鎌田　陽菜
藏田　真央
行木 悠
林 大瑛
石毛　春名
伊藤　聖良
片岡　愛理
桒原　瑳都
板谷 守

升ノ内　湊
田　由奈
矢部　寛弥
市川　敦也
松　睦希
杉山　愛実
本　　由芽
長谷川紫穂
石森　夏姫

植木　陽菜
長内 存
酒井 穂
三瓶ななみ
有坂　優里
大森　胡桃
橋本　美結
柿木ひなた
石井　日莉
小川　歩夏
並木　彩華

浪川　裕生
大藤ビントゥ
野口　玲於
長谷川陽大
清藤　大智
柳 沙良
森本　悠生
山田　夢叶
戸井　愛美
城丸　心輝
磯邉　早佑

鬼島　里緒
古山　大地
中務　結衣
横山　和輝
河野　成美

野口　美織
野村　唯樂
野村みゆきジャスミン
山本　天久
富岡　美羽
萩野　千咲
坂本　はな
湯川 泉
池田　心愛
佐藤　来夢
齊藤　美輝

潮田　琴音
木内　佑香
石橋　優香
鈴木　真子
小林　由佳
宮内麻理菜
山﨑　春花
中川　夕稟
細田　慎実
大﨑光太郎
大多和京弥

山田　麻意
小薗　美羽
福原　天太
一尾　彩花

平井　春菜
石井　愛那
福原　まゆ
中川　菜那
東原　悠生
小川ひなた
川口　麻那
城田　美優
星 友葉
齊藤　雪乃
中留　彩心

田中　優衣
澤　はるの
水野　忠芳
宮本 稜
城後　香帆
伴 華里
木島琉羽空
石田　乃愛
蕨 苺依
河野　心紅
宮川　苗子

守 春菜
櫻井　友稀
髙宮 椿
三沢　彩音
伊藤　希望
平野　穂貴
三雲　航毅
三澤　佳歩

中野　優羽
仁賀田八重乃
馬場　朋花
清水　茉結
月崎　桃恵
小堀　優月
平島　綾乃
石橋 光
飯田みのり
岩畑 誉
大原　結菜

信太　優菜
栁澤　明李
青木　彩華
竹内 恵
河村　小春
永渕　優菜
丹羽南菜己
小澤　一馬
北田　あや
西澤由紀乃

委員会理事長賞

令和元年度　国土緑化運動ポスター原画コンクール・入賞者
特別賞

佳　作

特　選

小学校　低学年の部 小学校　高学年の部 中学校の部

小学校　低学年の部 小学校　高学年の部 中学校の部

小学校　低学年の部 小学校　高学年の部 中学校の部

小学校　低学年の部 小学校　高学年の部 中学校の部

入　選
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石津谷杏子

小松﨑仁弥

太田　琉稀

清峰　　愛

根本　杏南

吉井　香絵

丸山こころ

金坂　颯流

1年

1年

1年

2年

2年

2年

3年

3年

秋葉　大蔵

宮川　彩芽

德元　秀真

佐藤　真桜

德政　光琉

安藤　和真

本宮　柑奈

鈴木　優志

阿部　美詩

鵜澤　里彩

三橋璃奈羽

山口　　潤

1年

1年

1年

1年

2年

2年

2年

2年

3年

3年

3年

3年

加藤明香里3年 古川　順盛5年 髙須実喜子3年

井上　紗代

宮本　璃子

石井　千尋

佐々木織衣

梶川　美月

小名　　開

竹内　杏奈

布留川拓己

加藤　千晴

福原美央莉

北村　煌周

鵜澤　樹里

4年

4年

4年

4年

5年

5年

5年

5年

6年

6年

6年

6年

瀬　文芽
髙須智紗子

今西　紗世

鳥海　幸男

佐藤　愛有

増田　希実

南野　美沙

高橋　美咲

山田　夏実

神永真悠子

羽鳥　遥香

石原　柊斗

1年

1年

1年

1年

2年

2年

2年

2年

3年

3年

3年

3年

田中　里歩

福島　咲希

永井　文人

小林　真奈

3年

2年

3年

1年

小林　正知

德政　昴春

溝部　優花

山室　　花

5年

4年

5年

6年

古川かりん

秋谷　壬結

中川原木花

中島　悠貴

3年

2年

2年

1年

杉山　未来

吉田　翔馬

大野　綺子

松本　紗季

石川　綾乃

松村　咲亜

戸村　椛音

西田　早織

4年

4年

4年

5年

5年

6年

6年

6年

崎廣　結菜

岩間　梨紗

野澤　朱莉

鎗水あやね

清藤　千紘

原　なつみ

木村　蒼依

前田　莉奈

1年

1年

1年

2年

2年

3年

3年

3年

榎本 真弓
池田理奈子
福元 結菜
小池 理乃
篠崎 惟
山口 新菜
小原 充結

市川 明莉
小出 彩花
須山 柚葵
澤口 彩芭
内藤 百香
藤井 一鷹
黒川 麗王
岡元 智美
小山内夏姫
古田 紗菜
小川 珠蘭

藤田 奈瑠
飯塚 美音
松川　叶
鵜澤 優希
荒薦 太陽
渡邉 奏太
平田 篤史
伊藤 玲空
山中 健
平川 祥花
加藤 美咲

村上 大志
飯田 美和
金子倫太朗
上地 航佑
江連 瑠花
豊崎慶士朗
三木 心媛
髙橋 唯珠
島野 珠希
藤長 優芽
田巻 陽詩

鈴木　茉帆
田中椋大郎
鈴木　元絆
海老原太陽
中村竜之介
柴﨑希乃花
岩名　桃子
篠塚　乃愛
松尾　春奈
玉澤　天祐
宮﨑　緒羽

石川 佳音
小田原咲奈
櫻井 奏心
松村 紅里
上松みなみ
吉池 駿助
小川 舞華

東海林このは
石川 遙乃
原田 七海
坂元 紀葵
矢部 颯祐
佐久間美奈
鳥山 愛珠

佐藤 心咲
近藤 実弘
武井 美翠
関口 宗佑
石山 嘉乃
隈田 蒼唯
加藤 煌

木下凛々花
鶴岡 和眞
稗田 琉那
室井 惇司
松林 一花
金子 禄人
伊藤 秀晃

植村 花
松田安由里
鈴木 萌生
逸見 ゆづ
寺谷 優杏
渡邊 心
加藤 鳴海

鈴木 七星
下川 晃
紀 深月
佐藤あかり
田口　麻那
坂巻　美海
安部　月陽

坂田　英理
茂木　彩歌
石嶋　快地
桑村ひとみ
原　安純
齋藤　優真
篠原　琉璃

佐川　瑞香
鈴木　麻心
安藤　花梨
西原　楓花
相蘇 渉
小池　芭奈
佐藤なぎさ

小関 優羽
本吉 瑠海
山中 琉聖
藤田 彩乃
齋藤 莉乃
小川 頼希
梶田 颯太
河野 颯太
鈴木 愛奈
澤 幸矢
山岸 玲那

末吉 永
有家　匠真
井守　琉唯
福原　杏莉
永島　結月
横山　友紀
荒川日向大
深 津 　 匠
明石梨央奈
石川 蒼
関　和可菜

石川　玲那
青柳　璃久
竹内　絢音
石塚　丈瑠
池田　愛結
鈴木　嵩大
水口　裕愛
小川　櫂人
大野　友子
岩野　史織
深瀬　琉太

内田 真乃
柿木はづき
岩田 美月
内山 僚
平山 伊織
玉井 七星
佐藤 夢香
木村 奏心
水野 新大
田中 仁人
伊藤 遥

吉原　花音
林 野風
太田 初乃
ディヌーン紫帆
川上　心瑚
荒井　祐乃
昆野　凜子
溝口　裕唯

中島　玄絵
尾野　咲寧
佐藤　悠光
伊藤　志隆
澤登　皇希
関 海人
宇田川真希
三宅　璃杏
清水　彩乃
山本　珠月
堀江　羽菜

田　侑大
麻生　悠太
山口　有海
城丸　望心
船見　海斗
石渡ひなた
磯野　晃希
黒須　颯太
宇野　友徠
中村　祐貴
太田　達大

加藤 楓
古田　千尋
鈴木 甫
秋山　惠紀
平野　光優
横江 凜

小松　謙太
山本　孔誠
伊藤菜々美
米谷　花凜
武井　香穏
宮里　琉聖
大久保花香
下峠和香名
井口 優
小林　雅仁
鈴木咲弥花

平石　愛枝
宮本　柚季
鎌田　陽菜
藏田　真央
行木 悠
林 大瑛
石毛　春名
伊藤　聖良
片岡　愛理
桒原　瑳都
板谷 守

升ノ内　湊
田　由奈
矢部　寛弥
市川　敦也
松　睦希
杉山　愛実
本　　由芽
長谷川紫穂
石森　夏姫

植木　陽菜
長内 存
酒井 穂
三瓶ななみ
有坂　優里
大森　胡桃
橋本　美結
柿木ひなた
石井　日莉
小川　歩夏
並木　彩華

浪川　裕生
大藤ビントゥ
野口　玲於
長谷川陽大
清藤　大智
柳 沙良
森本　悠生
山田　夢叶
戸井　愛美
城丸　心輝
磯邉　早佑

鬼島　里緒
古山　大地
中務　結衣
横山　和輝
河野　成美

野口　美織
野村　唯樂
野村みゆきジャスミン
山本　天久
富岡　美羽
萩野　千咲
坂本　はな
湯川 泉
池田　心愛
佐藤　来夢
齊藤　美輝

潮田　琴音
木内　佑香
石橋　優香
鈴木　真子
小林　由佳
宮内麻理菜
山﨑　春花
中川　夕稟
細田　慎実
大﨑光太郎
大多和京弥

山田　麻意
小薗　美羽
福原　天太
一尾　彩花

平井　春菜
石井　愛那
福原　まゆ
中川　菜那
東原　悠生
小川ひなた
川口　麻那
城田　美優
星 友葉
齊藤　雪乃
中留　彩心

田中　優衣
澤　はるの
水野　忠芳
宮本 稜
城後　香帆
伴 華里
木島琉羽空
石田　乃愛
蕨 苺依
河野　心紅
宮川　苗子

守 春菜
櫻井　友稀
髙宮 椿
三沢　彩音
伊藤　希望
平野　穂貴
三雲　航毅
三澤　佳歩

中野　優羽
仁賀田八重乃
馬場　朋花
清水　茉結
月崎　桃恵
小堀　優月
平島　綾乃
石橋 光
飯田みのり
岩畑 誉
大原　結菜

信太　優菜
栁澤　明李
青木　彩華
竹内 恵
河村　小春
永渕　優菜
丹羽南菜己
小澤　一馬
北田　あや
西澤由紀乃

委員会理事長賞

令和元年度　国土緑化運動ポスター原画コンクール・入賞者
特別賞

佳　作

特　選

小学校　低学年の部 小学校　高学年の部 中学校の部

小学校　低学年の部 小学校　高学年の部 中学校の部

小学校　低学年の部 小学校　高学年の部 中学校の部

小学校　低学年の部 小学校　高学年の部 中学校の部

入　選

千葉信用金庫協賛賞
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主催 ： （公社）千葉県緑化推進委員会
後援 ： 千葉県　千葉県教育委員会　（株）千葉日報社
協賛 ： 千葉信用金庫

表紙の作品
令和元年度国土緑化運動ポスター原画コンクール、中学校の部において、
千葉県知事賞を受賞した、  3学年 古川かりんさんの作品です。

公益社団法人 千葉県緑化推進委員会

・ 緑の募金運動
・ 緑化広報誌グリーンえっせんすの発行
・ 緑の教室、自然に親しむ活動の開催
・ 樹木名ラベル取付運動
・ 緑化運動ポスター原画コンクール　など

・ わたしの街みどりづくり事業
　(緑の募金による市町村緑化事業)

・ 公共施設等の環境緑化事業
・ 市民苗木配布会の開催
・ 千葉県さくらの会の業務　など

・ みどりの少年団の育成
・ みどりのサポーターの育成
・ 森林整備ボランティアの活動支援
・ 林業労働力確保支援センターの業務　など

を広める

の担い手育成

をふやす

〒299-0265　袖ケ浦市長浦拓2号 580-148

http://www.c-green.or.jp

Tel 0438-60-1521 Fax 0438-60-1522

緑

緑

緑

・ 治山・林道など公共事業の要望活動
・ 森林・林業技術講習会の開催
・ 治山・林道工事コンクールの実施
・ 案内板等設置や参考図書等の配布による
  普及啓発　など

の基盤整備緑

千葉県緑化推進委員会では主に次の事業を行っています

発 行

国
土
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令和　    年度元
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